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および前者の北限記録の更新と標徴に関する新知見 

Assessment of standard Japanese names of two triplefins, 

Helcogramma inclinata and H. nesion (Tripterygiidae), with the northernmost record 

and newly-recognized diagnostic characters of H. inclinata 

 

 本報告では，日本産ヘビギンポ科クロマスク属の 2 種 Helcogramma inclinata と H. nesion に

適用すべき標準和名の再検討を行った．また両種の婚姻色を呈した雄の体色を，水中写真に基

づき比較した．さらに，H. inclinata の従来の分布の北限は琉球列島であったが，鹿児島県の屋

久島や薩摩半島で確認されたため，ここに付記する． 

 本報告で用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM–VE）に保存されている．なお，

属名 Helcogramma の性は研究者によって扱いが異なっていたが，Williams and Howe (2003)

の見解に従い，本報告では女性として扱う．本報告で引用した論文によっては Helcogramma を

中性として扱っているが，ここでは混乱をさけるため全て Williams and Howe (2003)に従って表

記した．財）鹿児島市水族館公社の山田守彦氏には貴重な写真（図 3）を提供して頂いた． 

 吉野（1984）は，クロマスク属の 1 種 Helcogramma fuscopinna Holleman, 1982 に対して新称

ヨゴレヘビギンポを提唱し，本種が伊豆諸島以南の南日本からインド・西太平洋域に分布すると

した．その後，林（1993）は吉野（1984）が報告した和名と分布を踏襲し，藍澤（1997）は小笠原

諸島を本種の分布域に加えて解説した．下條・林（2000）は日本産ヘビギンポ科の再検討を行い，

下顎中央の感覚管開孔数が 2 つであることと頭部や体に縦縞がないことの組み合わせによって

ヨゴレヘビギンポ H. fuscopinna を日本産同属他種から区別した．林（2000）と Hayashi（2002）

は，上述の 2 形質に加え，「雄の生時に吻部と眼下に明瞭な縦線がある」ことを本種の特徴とし

て記載し，Hayashi（2002）は本種の日本国内における分布を「伊豆諸島から琉球列島の太平洋
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岸」とした． 

 一方，Williams and McCormick (1990)はフィリピンと台湾から得られた標本に基づき新種 H. 

habena を記載した．沖縄県粟国島をタイプ産地とする H. inclinata (Fowler, 1946)は，従来 H. 

hudsoni (Jordan and Seale, 1906)の新参シノニムと考えられていたが（Hansen, 1986），

Fricke (1997)や Williams and Howe (2003)によって有効種と認められ，H. habena の古参シノ

ニムとされた．また，Williams and Howe (2003)は，従来インド・西太平洋域に広く分布すると考

えられていた H. fuscopinna（例えば，吉野，1984；林，1993, 2000；Hayashi, 2002）が西インド

洋の固有種であることを明らかにし，日本に分布するものを新種 H. nesion として記載した．した

がって，繁殖期の雄で上唇前方から眼窩下縁を経て前鰓蓋骨に達する青い縦線を有するクロマ

スク属（= H. fuscopinna 類似種群；sensu Williams and Howe, 2003）は，日本に H. inclinata と

H. nesion の 2 種が分布することになる．Helcogramma inclinata は琉球列島に分布し，下顎中

央の感覚管開孔数が 5～10 であでること，第 2 背鰭棘数が普通 15 であること，第 1 背鰭第 1

棘基底前方に 1～2 鱗列を有することによって他の H. fuscopinna 類似種群全種と識別される

（Williams and Howe, 2003）．Helcogramma nesion は伊豆諸島，小笠原諸島および高知から

標本に基づいて報告されており（タイプ産地：三宅島），下顎中央の感覚管開孔数が 2 であでるこ

と，第 2 背鰭棘数が普通 14 であること，第 1 背鰭第 1 棘基底前方に小鱗が 1 対のパッチ状に

分布することによって他の H. fuscopinna 類似種群全種と識別される（Williams and Howe, 

2003）．両種は標本の調査によってこれらの特徴から容易に同定することができるが，H. 

inclinata の生時の婚姻色が報告されていないため，体色（水中写真）による両種の比較はこれ

まで行われていない． 

 ヘビギンポ科の多くの種で，各個体の生時の体色は周辺環境や昼夜，および成長により著しく

変化するが，雄の婚姻色は種内変異の程度が低い（Motomura et al., 2005）．日本産 H. 
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fuscopinna 類似種群のこれまでに報告されている水中写真およびネット上で公開されている多く

の水中写真を精査し，さらに第 2 著者の数年間におよぶ八丈島と屋久島における水中観察によ

って，雄の婚姻色に明瞭な 2 型が認められた．伊豆諸島から高知にかけて分布する雄の婚姻色

は，頭部の青い線より上部，体幹部全域，および背鰭と尾鰭の基底部がオレンジ色で，体側中

央部に不明瞭な黒斑が多数並ぶことなどによって特徴付けられる（図 1）．これらの色彩的特長

は H. nesion の原記載に使用されたカラー写真とよく一致する（Williams and Howe, 2003: fig. 

15)．一方，日本国内では鹿児島県薩摩半島坊津から琉球列島西表島にかけて分布する雄の婚

姻色は，青い線より上の頭部のみがオレンジ色で，体幹部全域および全ての鰭全域が黒色を呈

し，体側中央部に不明瞭な水色の斑点が散在することなどによって特徴付けられる（図 2）．これ

らの色彩的特長をもった 1 個体（KAUM–VE 34, 標準体長 45.0 mm，水深 3 m，原崎森採集，

2006 年 1 月 20 日）を屋久島北部の一湊で採集し，精査した結果，下顎中央の感覚管開孔数が

8 であでること，第 2 背鰭棘数が 15 であること，第 1 背鰭第 1 棘基底前方に 1 鱗列を有するこ

とによって H. inclinata に同定された．したがって，伊豆から四国にかけて分布する体幹部と鰭の

基底部がオレンジ色を呈する種は H. nesion，鹿児島から琉球列島に分布する体幹部と鰭全域

が黒色を呈する種は H. inclinata であると考えられる．藍澤（1997: 560）がヨゴレヘビギンポ H. 

fuscopinna として報告した写真“ヨゴレヘビギンポ 4 cm。[西表島，8 m，矢野]”は H. inclinata，

“ヨゴレヘビギンポ 5 cm。[高知県大月町，2 m，岡田]”は H. nesion である．ただし，藍澤

（1997）の写真の H. inclinata は通常色と婚姻色の中間で，完全な婚姻色を呈している個体では

ない．益田・小林（1994: 309）が報告した写真“①ヨゴレヘビギンポ H. fuscopinna”と“③アヤヘ

ビギンポ H. ellioti”は両方とも婚姻色を呈した雄の H. nesion である． 

 吉野（1984）の新標準和名ヨゴレヘビギンポは，記載や分布域から判断すると，明らかに H. 

inclinata と H. nesion の両種を混同したものに対して提唱されている．しかし，この標準和名提唱
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時に用いられた婚姻色を呈する雄の写真（pl. 376, fig. D）は，その体色から H. nesion と同定さ

れる．また，下條・林（2000），林（2000），および Hayashi (2002)は，下顎中央の感覚管開孔数

が 2 であるものをヨゴレヘビギンポ H. fuscopinna としていることから，標準和名ヨゴレヘビギンポ

は H. nesion に対して適用することが妥当であると思われる． 

 松原（1963）は Lepidoblennius marmoratus ishigakiensis Aoyagi, 1954（の 1 標本）に対し新

称アヤヘビギンポを提唱した．Fricke (1997)は L. marmoratus ishigakiensis を H. inclinata の

新参シノニムとし，H. inclinata の日本名をアヤヘビギンポとした．下條・林（2000）は Fricke 

(1997)に従い，下顎中央の感覚管開孔数が 5～10 であるものをアヤヘビギンポ H. inclinata とし

た．しかし，林（2000）と Hayashi (2002)はアヤヘビギンポの学名を H. ellioti (Herre, 1944)とし

た．これは，アヤヘビギンポがH. inclinataであると報告したFricke (1997)や下條・林（2000）より

前に出版された林（1993）で使用されていたアヤヘビギンポH. elliotiをそのまま踏襲してしまった

ミスであると思われる．本当の H. ellioti はインドとスリランカの固有種であり，従来 H. ellioti と同

定されていた琉球列島を含む西太平洋域に分布する種は未記載種である（Randall, 2005）．こ

の未記載種は下顎中央の感覚管開孔数が 1 つであるため（Randall, 2005），感覚管開孔数が 5

～10 とした林（2000）や Hayashi (2002)のアヤヘビギンポは明らかに H. ellioti ではなく，H. 

inclinata である．これらの経緯から，標準和名アヤヘビギンポは，Fricke (1997)や下條・林

（2000）による措置が正しく，H. inclinata に対して適用することが妥当であると思われる．なお，

林（1993, 2000）と Hayashi (2002)は，アヤヘビギンポの側線有孔鱗数を 70 としているが，これ

はヘビギンポ科では考えられない数である（例えば，H. inclinata では 26～35；Williams and 

Howe, 2003）．おそらく，松原（1963）のアヤヘビギンポ Lepidoblennius marmoratus 

ishigakiensis が「縦列鱗数およそ 70 枚」と記載されているところから誤って「側線有孔鱗数が

70」としたものと思われる．また，林（2000）と Hayashi (2002)は「アヤヘビギンポの頭部には明
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瞭な縦線がない」としているが，これは縦縞が消失した標本を観察したためと思われる． 

 アヤヘビギンポ H. inclinata は従来琉球列島が分布の北限であるとされていたが（Williams 

and Howe, 2003），第 2 著者の水中観察によって鹿児島県の屋久島でも繁殖行動を行っている

ことが明らかになった．屋久島一湊から得られた標本（KAUM–VE 34, 標準体長 45.0 mm）は，

アヤヘビギンポの標本に基づく北限記録である．また，鹿児島県薩摩半島の坊津でアヤヘビギ

ンポと同定される魚が撮影された（図 3）．アヤヘビギンポとヨゴレヘビギンポの分布の境界線が

どこにあるのか，あるいは両種が共存している場所があるのかを明らかにするために，宮崎県と

大分県での今後の調査が期待される． 
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図の説明 

 

図 1．ヨゴレヘビギンポ Helcogramma nesion の婚姻色を呈する雄．伊豆諸島八丈島底土（原崎

森撮影）．頭部上半分，体幹部，および背鰭と尾鰭の基底が同色（オレンジ色）． 

 

図 2．アヤヘビギンポ Helcogramma inclinata の婚姻色を呈する雄．鹿児島県屋久島吉田（原崎

森撮影）．頭部上半分のみオレンジ色．体幹部および各鰭全域が黒色．青斑点が体幹部に散

在． 

 

図 3．アヤヘビギンポ Helcogramma inclinata．鹿児島県薩摩半島坊津（山田守彦撮影）． 
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